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191　令和の《大典》
令
和
の
《
大
典
》
西　
野　
　
春　
雄
　
は
じ
め
に
横
浜
能
楽
堂
は
、
平
成
三
十
年
四
月
、
平
成
天
皇
の
生
前
御
退
位
の
発
表
を
受
け
、
翌
年
の
御
代
替
り
の
御
大
典
を
奉
祝
す
る
「
大
典 
奉
祝
の
芸
能
」
を
企
画
し
た
。
第
一
日（
六
月
二
日
）は
、
上
皇
陛
下
が
皇
太
子
時
代
に
琉
歌
形
式
で
お
詠
み
に
な
っ
た
御
歌
を
歌
詞
と
し
た
「
歌
声
の
響
」（
作
曲
が
上
皇
后
陛
下
）「
今
帰
仁
の
桜
」
を
中
心
に
、
琉
球
舞
踊
の
中
か
ら
祝
儀
の
曲
を
選
ん
で
上
演
す
る
。
第
二
日
（
七
月
二
十
日
）は
、
大
正
四
年
十
一
月
十
日
、
京
都
御
所
で
行
わ
れ
る
大
正
天
皇
御
即
位
の
御
大
典
を
祝
し
て
観
世
流
が
謹
作
し
、
大
正
四
年
十
一
月
十
六
日
、
二
十
四
世
観
世
元
滋
が
京
都
の
片
山
能
楽
堂
で
初
演
し
た
《
大
典
》
を
、
詞
章
や
演
出
を
見
直
し
て
、
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
演
じ
る
と
い
う
企
画
で
あ
る
。《
大
典
》
の
シ
テ
は
、
こ
の
能
に
ゆ
か
り
の
深
い
京
都
の
片
山
九
郎
右
衛
門
氏
で
、
私
は
監
修
と
補
綴
を
委
嘱
さ
れ
た
。
間
も
な
く
片
山
氏
快
諾
の
報
告
を
受
け
、
委
嘱
を
受
諾
し
、
作
業
に
着
手
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、《
大
典
》
は
観
世
流
の
み
の
現
行
曲
で
、
近
代
の
新
作
曲
が
流
儀
の
公
定
演
目
と
な
っ
た
稀
な
例
で
あ
る
。
作
詞
は
、
ド
イ
ツ
文
学
者
で
能
に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
京
都
帝
国
大
学
教
授
の
藤
代
禎
輔（
一
八
六
八
～
一
九
二
七
。
明
治
三
十
三
年
秋
、
第
一
回
明
治
政
府
留
学
生
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
の
夏
目
漱
石
と
同
じ
く
プ
ロ
イ
セ
ン
号
で
横
浜
港
を
出
航
し
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
漱
石
の
親
友
）、
192
作
曲
と
型
附
は
、
観
世
元
滋（
の
ち
左
近
。
一
八
九
五
～
一
九
三
九
）で
あ
る
。
《
大
典
》
の
概
容
現
行
の
《
大
典
》
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
時
は
秋（
大
正
天
皇
御
即
位
直
後
）、
所
は
京
都
・
平
安
神
宮
。
大
典
の
奉
告
の
た
め
平
安
神
宮
を
訪
れ
た
勅
使
た
ち（
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
）の
前
に
、
天
女（
ツ
レ
）が
現
れ
、
舞（
天
女
ノ
舞
）を
舞
い
、
や
が
て
御
殿
か
ら
天あま
津つ
神かみ
（
シ
テ
）が
現
れ
て
聖
代
を
寿
ぎ
、
舞
曲（
神
舞
）を
奏
で
る
、
と
い
う
作
品
。
一
場
き
り
の
構
想
で
作
ら
れ
て
お
り
、《
養
老
》
の
小
書
「
水
波
之
伝
」
の
後
場
を
独
立
さ
せ
た
よ
う
な
趣
で
あ
る
。
大
小
前
に
一
畳
台
を
出
し
、
小
宮
を
置
い
て
社
殿
と
す
る
。
シ
テ
は
三
日
月
の
面
に
、
袷
狩
衣
・
半
切
姿
、
黒
頭
・
輪
冠
に
菊
花
を
戴
く
。
野
上
豊
一
郎
著
『
能
二
百
四
十
番
─
主
題
と
構
成
─
』（
能
楽
書
林
、
昭
和
二
十
六
年
）で
は
「
祝
言
物（
神
舞
物
）」
と
し
、
主
題
を
「
即
位
式
大
典
の
奉
告
祭
が
平
安
神
宮
で
行
は
れ
た
時
、
天
つ
神
が
天
女
を
ひ
き
つ
れ
て
天
降
り
、
聖
代
を
祝
福
し
て
舞
曲
を
か
な
で
た
と
い
ふ
こ
と
を
作
り
、
祝
賀
慶
祥
の
表
現
と
し
て
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
京
都
二
条
通
麩
屋
町
の
大
瓜
堂
檜
常
之
助（
檜
書
店
）が
謡
本
を
発
行
し
、
雑
誌
『
能
楽
』
大
正
四
年
十
一
月
特
別
号
に
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
や
や
誇
張
が
過
ぎ
る
が
、
大
典
に
寄
せ
る
当
時
の
意
気
込
み
を
伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
少
し
長
い
が
引
用
し
て
み
よ
う（
活
字
の
大
小
は
原
文
の
ま
ま
）。
　
 
新
作
謡
曲
「
大
典
」
成
る　
謡
曲
家
が
日
頃
の
素
養
を
傾
け
誠
心
よ
り
曠
古
の
御
盛
儀
を
敬
仰
謳
歌
す
べ
き
新
曲
は
整
へ
ら
れ
た
り
聖
恩
に
浴
し
て
颯
々
の
声
を
楽
し
む
者
誰
か
此
曲
を
謡
は
ず
し
て
可
な
ら
ん
や
◎
新
曲
大
典
は
斯
道
に
造
詣
深
き
碩
学
の
手
に
よ
つ
て
綴
ら
れ
た
る
名
文
に
し
て
節
附
け
は
観
世
宗
家
誠
意
を
尽
し
て
施
し
た
る
も
の
微
妙
な
る
曲
節
は
燦
爛
た
る
全
文
と
相
俟
つ
て
声
調
に
上
す
れ
ば
瑞
雲
身
辺
に
棚
引
の
趣
き
あ
ら
む
◎
ワ
キ
は
勅
使
前
後
シ
テ
天
津
神
ツ
レ
は
天
女
所
は
平
安
神
宮
季
は
十
一
月
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斯
く
し
て
日
本
建
国
の
大
精
神
と
盛
儀
を
祝
す
る
臣
民
の
真
心
と
が
如
何
に
謹
厳
に
且
つ
崇
高
に
諷
ひ
出
さ
れ
た
か
を
見
よ
◎
謳
歌
せ
ん
か
な
聖
代
を
謡
は
ん
か
な
大
典
の
新
曲
！
！
！
　
 
▼
光
彩
陸
離
と
し
て
瑞
気
溢
る
ゝ
が
如
き
新
作
謡
曲
大
典
を
謡
ひ
て
聖
世
を
仰
が
ん
哉
ず
い
ぶ
ん
誇
大
な
広
告
で
あ
る
が
、
明
治
か
ら
大
正
へ
向
か
う
新
時
代
の
精
神
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
や
が
て
《
大
典
》
は
流
儀
の
公
定
曲
と
な
り
「
観
世
流
謡
本
大
成
版
」
に
も
収
め
ら
れ
た
。
な
お
活
字
本
で
は
、
野
々
村
戒
三
編
『
謡
曲
三
百
五
十
番
集
』
（
日
本
名
著
全
集
刊
行
会
、
昭
和
三
年
）、
野
上
豊
一
郎
著
『
解
註
・
謡
曲
全
集
』
第
六
巻（
中
央
公
論
社
、
昭
和
十
一
年
）、
田
中
允
編
『
未
刊
謡
曲
集
』
続
七（
古
典
文
庫
、
平
成
二
年
）で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
大
正
天
皇
御
即
位
記
念
祝
賀
能
大
正
四
年
十
二
月
七
日
・
八
日
に
は
、
皇
居
豊
明
殿
前
に
創
建
さ
れ
た
仮
設
の
能
楽
場
で
祝
賀
記
念
能
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
能
楽
場
は
、
宮
内
省
内
匠
頭
の
片
山
東
熊
と
同
技
師
木
子
幸
三
郎
ら
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、
近
代
技
術
の
粋
を
集
め
、
善
美
を
尽
く
し
た
も
の
だ
っ
た
。
御
即
位
記
念
行
事
の
掉
尾
を
飾
る
天
覧
能
、
御
即
位
祝
賀
能
の
詳
細
は
国
立
公
文
書
館
蔵
『
大
禮
記
録
』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
観
客
席
が
合
計
一
三
〇
一
人
収
容
で
き
る
能
楽
場
の
図
面
、
演
目
と
演
者
及
び
後
見
、
地
謡
、
囃
子
方
、
分
刻
み
の
詳
し
い
時
間
ま
で
、
克
明
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
御
即
位
記
念
会
が
出
版
し
た
『
御
即
位
禮
畫
報
』
第
八
巻（
大
正
四
年
十
一
月
）、
第
九
巻
（
大
正
四
年
十
二
月
）、
第
十
一
巻（
大
正
五
年
七
月
）に
は
、
坂
元
三
郎（
雪
鳥
）が
、
観
世
の
《
翁
》
に
始
ま
り
、
金
春
の
《
高
砂
》、
宝
生
の
《
石
橋
連
獅
子
》（
以
上
第
一
日
）、
金
剛
の
《
橋
弁
慶
》、
和
泉
の
《
三
人
長
者
》、
喜
多
の
《
羽
衣
》、
ト
メ
が
梅
若
の
《
猩
々
乱
》
（
以
上
第
二
日
）ま
で
、
翁
付
き
五
番
立
て
番
組
の
様
子
を
簡
明
に
伝
え
て
い
る
。
開
演
午
後
八
時
と
い
う
夜
間
開
催
の
た
め
、
一
日
三
番
の
能
を
一
時
間
半
に
短
縮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
知
恵
を
絞
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
が（
た
と
え
ば
こ
の
時
の
《
羽
衣
》
の
194
短
縮
形
式
が
小
書
「
瑞
雲
之
舞
」
と
な
る
）、
旧
幕
時
代
の
古
式
に
則
っ
て
挙
行
さ
れ
た
祝
賀
能
は
、
明
治
維
新
後
の
衰
退
か
ら
大
正
の
復
興
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
能
楽
界
に
と
っ
て
、
格
別
の
栄
誉
で
あ
り
大
慶
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
典
記
念
と
し
て
美
麗
な
装
丁
の
特
製
謡
本（
二
冊
）が
国
内
外
の
貴
紳
等
参
観
者
全
員
に
配
布
さ
れ
た
。
記
念
能
の
概
要
は
、
池
内
信
嘉
著
『
能
楽
盛
衰
記
』
下
巻
東
京
の
能（
大
正
十
五
年
、
能
楽
会
）の
第
三　
宮
中
と
能
楽
の
「
御
大
典
の
御
能
」
に
詳
し
い
。
ほ
か
に
西
野
春
雄
「
河
鍋
暁
翠
が
描
く
天
覧
能
と
狂
言
画
─
大
正
天
皇
御
即
位
祝
賀
能
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
暁
斎
』
第
一
二
二
号
、
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
、
平
成
二
十
九
年
六
月
）を
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
《
大
典
》
は
、
大
正
四
年
十
一
月
十
六
日
、
片
山
能
楽
堂
で
の
初
演
後
に
、
十
一
月
二
十
八
日
に
大
阪
・
博
物
館
場
舞
台
で
上
演
さ
れ
（
シ
テ
観
世
元
滋
）、
十
二
月
に
は
東
京
・
牛
込
新
小
川
町
の
観
世
舞
台
で
観
世
別
会
奉
祝
能
と
し
て
上
演
さ
れ
た（
シ
テ
橋
岡
久
太
郎
）。
な
お
、
昭
和
天
皇
の
御
大
典
の
時
に
は
、《
大
典
》
は
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
平
成
の
御
大
典
の
時
は
、
能
楽
協
会
名
古
屋
支
部
が
、
原
作
《
大
典
》
の
詞
章
の
一
部
を
省
略
し
て
、
平
成
二
年
十
一
月
十
五
日
、
熱
田
神
宮
で
上
演
さ
れ
た（
シ
テ
梅
田
邦
久
）。
令
和
の
《
大
典
》
戦
後
、
片
山
博
通（
観
世
元
滋
の
実
弟
。
八
世
片
山
九
郎
右
衛
門
。
一
九
〇
七
～
一
九
六
三
）が
《
大
典
》
が
御
大
典
の
時
で
な
い
と
演
じ
に
く
い
の
を
惜
し
み
、
い
つ
で
も
普
通
に
上
演
で
き
る
よ
う
に
改
作
し
改
題
し
た
の
が
《
平
安
》
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
、
平
安
神
宮
で
開
催
さ
れ
る
京
都
薪
能
で
初
演
さ
れ（
シ
テ
杉
浦
義
朗
）、
檜
書
店
か
ら
袖
珍
本
も
出
て
い
る
。
そ
の
謡
本
の
前
付
に
、
〔
原
曲
と
改
作
〕
大
正
四
年
十
一
月
十
日
大
正
天
皇
御
即
位
の
大
礼
を
行
は
せ
ら
れ
た
際
に
作
ら
れ
た
「
大
典
」
と
い
ふ
を
、
改
作
改
題
し
た
の
が
、
こ
の
「
平
安
」
で
あ
る
。
原
作
者
は
文
学
博
士
藤
代
禎
輔
、
改
作
は
片
山
博
通
で
、
曲
附
は
廿
四
世
観
世
左
近
、
補
曲
が
廿
五
世
観
世
元
正
で
あ
る
。
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〔
構
想
〕
原
作
の
「
大
典
」
は
…
…
御
大
典
報
告
の
勅
使
が
京
都
平
安
神
宮
に
参
詣
す
る
と
、
社
壇
の
方
か
ら
異
香
薫
じ
て
瑞
雲
靉
き
、
微
妙
の
音
楽
が
聞
こ
え
て
来
る
中
に
、
天
女
が
現
れ
、
羅
陵
の
袖
を
翻
し
つ
ヽ
五
節
の
舞
を
奏
し
、
そ
れ
が
畢
る
と
、
御
殿
が
頻
り
に
鳴
動
し
て
、
天
つ
神
の
神
霊
が
出
現
し
、
明
治
天
皇
が
開
国
進
取
の
国
是
を
定
め
ら
れ
た
御
志
を
、
そ
の
ま
ヽ
大
正
天
皇
が
紹
が
せ
ら
れ
、
八
紘
に
国
威
を
発
揚
し
給
ふ
、
そ
の
御
聖
徳
を
礼
讃
し
て
、
神
舞
を
舞
ひ
、
聖
代
の
限
り
な
き
御
栄
を
寿
ぎ
奉
る
の
で
あ
る
…
…
が
、
改
作
の
方
は
、
勅
使
が
、
世
界
平
和
祈
願
の
為
、
平
安
神
宮
へ
参
詣
す
る
の
で
あ
る
。
　
そ
の
他
は
、
大
体
原
曲
と
同
じ
だ
が
、
特
定
の
天
皇
の
御
聖
徳
を
礼
讃
す
る
と
い
ふ
よ
り
、
平
和
日
本
を
礼
讃
す
る
と
い
ふ
趣
向
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
〔
曲
趣
〕
祝
言
物
と
し
て
、
初
め
か
ら
構
想
さ
れ
た
曲
で
あ
る
。「
高
砂
」「
弓
八
幡
」
な
ど
、
本
脇
能
も
の
を
「
祝
言
之
式
」
と
し
て
、
一
日
の
番
組
の
最
後
に
、
半
能
と
し
て
上
演
す
る
事
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
似
た
曲
で
あ
る
。
ツ
レ
の
天
女
の
出
る
事
な
ど
か
ら
、
「
養
老（
水
波
之
伝
）」
の
後
に
、
大
変
よ
く
似
て
い
る
。
な
ほ
原
題
の
「
大
典
」
で
は
、
御
即
位
の
時
な
ど
、
特
定
の
時
で
な
い
と
上
演
し
に
く
い
が
、「
平
安
」
と
改
題
さ
れ
た
の
で
、
短
か
く
、
而
も
お
目
出
度
い
曲
と
し
て
、
今
後
は
度
々
上
演
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
と
あ
り
、
改
作
改
題
の
意
図
も
明
確
で
あ
る
。
確
か
に
《
大
典
》
の
詞
章
は
、
当
時
の
時
代
背
景
も
あ
る
が
、
皇
国
史
観
・
覇
権
主
義
的
色
彩
が
か
な
り
強
い
。
登
場
し
た
シ
テ
が
「
あ
ら
あ
り
が
た
の
神
国
や
な
」
と
神
国
日
本
を
讃
え
、
ツ
レ
「
別
き
て
明
治
聖
帝
の
御
代
に
至
り
。
開
国
進
取
の
国
是
を
定
め
。
治
に
居
て
乱
を
忘
れ
給
は
ず　
シ
テ
「
忠
実
勇
武
の
民
を
養
ひ
。
知
能
徳
器
の
成
就
を
勧
め　
ツ
レ
「
天
壌
無
窮
の
皇
運
を
、
扶
翼
せ
よ
と
の
御
志
」
な
ど
と
「
教
育
勅
語
」
を
引
用
し
て
明
治
聖
帝
の
御
代
を
讃
え
る
な
ど
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
民
主
主
義
国
家
の
現
代
で
は
上
演
に
適
さ
な
い
。
《
平
安
》
は
、《
大
典
》
の
シ
テ
の
サ
シ
「
あ
ら
あ
り
が
た
の
神
国
や
な
。
天
地
開
け
し
始
め
よ
り
。
八
百
万
の
神
達
守
護
し
給
へ
ば
。
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戎てき
狄じゅう
蛮ばん
夷い
の
恐
れ
な
く
。
萬
民
そ
の
堵と
に
安
ん
ぜ
り
」
を
、「
あ
ら
あ
り
が
た
の
天
津
島
根
や
な
。
天
地
開
け
し
始
め
よ
り
。
八
百
万
の
神
達
守
護
し
給
へ
ば
。
諸
々
の
悪
難
災
難
を
吹
き
払
ひ
。
萬
代
不
易
の
平
和
を
守
り
。
寿
ぎ
祝
ふ
。
我
が
国
つ
が
ら
か
な
…
」
と
改
め
、
続
く
一
セ
イ
も
、
シ
テ
「
別
き
て
新
し
き
。
憲
法
の
制
定
ま
り
て　
ツ
レ
「
永ト
久ワ
の
平
和
に　
シ
テ
「
安
ん
ぜ
ん
事
。
疑
ひ
な
し
」
と
改
め
て
い
る（
な
お
片
山
家
所
蔵
の
袖
珍
本
に
、
昭
和
五
十
六
年
に
、
こ
の
サ
シ
を
「
別
き
て
新
し
き
今
の
世
に
。
…
ツ
レ
「
永ト
久ワ
の
平
和
を　
シ
テ
「
守
る
べ
し
」
と
再
改
訂
し
た
書
き
込
み
が
あ
る
）。
今
回
の
補
綴
に
あ
た
っ
て
も
、
時
代
錯
誤
の
表
現
は
大
幅
に
切
り
除
き
、《
平
安
》
の
詞
章
も
参
照
し
つ
つ
、
よ
り
令
和
の
現
代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
を
め
ざ
し
、
新
た
な
御
代
を
寿
ぐ
清
新
さ
を
心
が
け
た
。
所
も
平
安
神
宮
で
な
く
、
伊
勢
の
宮
と
し
た
。
こ
れ
は
、
森
厳
か
つ
風
光
美
し
い
神
域
を
描
写
し
、
新
天
皇
の
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
水
」
に
縁
の
あ
る
言
葉
を
多
用
し
て
、
御
裳
濯
川
の
流
れ（
皇
統
）を
響
か
せ
、
尽
き
る
こ
と
な
き
御
代
を
描
く
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
勅
使（
宝
生
欣
哉
ほ
か
）が
、
そ
し
て
地
謡（
地
頭
・
古
橋
正
邦
ほ
か
）が
、
寿
ぎ
祝
う
形
に
し
た
。
特
に
、
地
謡
の
占
め
る
比
重
は
大
き
い
。
藤
代
は
『
萬
葉
集
』
に
も
明
る
く
、
天
女
の
舞
の
あ
と
の
「
玉
も
ゆ
ら
ら
に
少オ
ト
メ
コ
女
子
が
」
は
、
巻
第
十
三
、
雑
歌
、
三
二
四
三
番
の
歌
の
引
用
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
娘をと
め子
ら
が　
麻を
笥け
に
垂
れ
た
る　
績うみ
を麻
な
す　
長
門
の
浦
に　
朝
な
ぎ
に　
満
ち
来
る
潮しほ
の　
夕
な
ぎ
に　
寄
せ
来
る
波
の　
そ
の
潮
の　
い
や
ま
す
ま
す
に　
そ
の
波
の　
い
や
し
く
し
く
に　
我わ
ぎ
も
こ
妹
子
に　
恋
ひ
つ
つ
来
れ
ば　
阿あ
胡ご
の
海
の　
荒あり
そ磯
の
上
に　
浜はま
菜な
摘
む　
海あ
人ま
娘をと
め子
ら
が　
う
な
げ
る　
領ひ
巾れ
も
照
る
が
に　
手
に
巻
け
る　
玉
も
ゆ
ら
ら
に　
白
た
へ
の　
袖
振
る
見
え
つ　
相あひ
思
ふ
ら
し
も
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
三
。
二
三
六
～
二
三
七
頁
）
で
あ
る
。「
手
に
巻
け
る
玉
も
ゆ
ら
ら
に
」
は
手
に
巻
い
た
飾
り
の
玉
も
ゆ
ら
ゆ
ら
と
揺
れ
て
鳴
っ
て
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
ゆ
ら
ら
」
は
堅
い
も
の
が
当
た
っ
て
鳴
る
音
の
擬
音
語
「
ゆ
ら
」
の
畳
語
形
で
、
天
女
の
舞
い
姿
を
形
容
し
、
響
き
も
美
し
い
。
そ
こ
で
、
作
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曲
と
演
出
の
片
山
氏
と
相
談
し
て
、
大
ノ
リ
謡
を
、
天
女
が
空
か
ら
舞
い
降
り
る
登
場
の
音
楽
に
ふ
さ
わ
し
い
リ
ズ
ム
の
「
渡
リ
拍
子
」
謡
に
改
め
た
。
ま
た
、
天
女（
味
方
玄
）も
単
な
る
ツ
レ
で
は
な
く
両
ジ
テ
扱
い
と
し
、
現
行
の
《
大
典
》
で
は
地
謡
「
不
思
議
や
社
壇
の
方
よ
り
も
。
異
香
薫
じ
て
瑞
雲
た
な
び
き
…
」
の
内
に
登
場
す
る
が
、
今
回
は
登
場
楽
［
下
リ
端
］
で
登
場
し
、
優
雅
で
豊
麗
な
天
女
ノ
舞
に
転
じ
る
こ
と
と
し
た
。
舞
も
単
な
る
ツ
レ
の
天
女
舞
で
は
な
く
、
平
成
二
十
六
年
に
京
都
観
世
会
が
「
第
三
回
復
曲
試
演
の
会
」
で
復
曲
し
た
《
吉
野
琴
》
の
、
古
雅
で
流
麗
な
天
女
之
舞
を
移
入
し
、
シ
テ
と
同
格
の
趣
で
た
っ
ぷ
り
と
奏
す
る
形
に
改
め
た
。
た
お
や
か
に
、
の
び
や
か
に
舞
う
天
女
、
力
強
く
、
左
右
颯
々
と
舞
い
あ
げ
て
ゆ
く
天
津
神（
片
山
九
郎
右
衛
門
。
今
回
の
面
は
邯
鄲
男
系
の
白
き
面
）。
二
人
の
対
比
も
鮮
や
か
で
あ
る
。
舞
ア
ト
か
ら
切
ま
で
、
桐
竹
に
下くだ
る
鳳
凰
、
汀
に
遊
ぶ
丹
頂
の
鶴
、
川
を
出
て
庭ていし
ょ
う上に
参
向
す
る
図ふみ
負
へ
る
亀
、
空
翔
け
る
迦
陵
頻
伽
な
ど
、
様
々
な
奇
瑞
を
描
く
場
面
は
、
原
作
の
ノ
リ
の
佳
さ
を
生
か
す
べ
く
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
そ
の
な
か
で
「
図ふみ
負
へ
る
亀
も
。
川
を
出い
で
て
」
は
、『
続
日
本
紀
』
巻
第
十
が
伝
え
る
聖
武
天
皇
、
天
平
改
元
の
契
機
と
な
っ
た
文
負
え
る
亀
の
出
現
を
踏
ま
え
た
表
現
で
、
『
萬
葉
集
』
巻
第
一
、
雑
歌
の
五
十
番
「
藤
原
の
役
民
の
作
り
し
歌
」
に
も
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
や
す
み
し
し
わ
が
大おほ
君きみ　
高たか
照て
ら
す
日
の
皇み
子こ　
あ
ら
た
へ
の　
藤ふぢ
は
ら原
が
上うへ
に　
食を
す
国
を　
見め
し
た
ま
は
む
と　
み
あ
ら
か
は　
高たか
知し
ら
さ
む
と　
神かむ
な
が
ら　
思
ほ
す
な
へ
に　
天あめ
つ
ち地
も　
依よ
り
て
あ
れ
こ
そ　
い
は
ば
し
る　
近あふ
み江
の
国
の　
衣ころ
も
手で
の　
田た
上かみ
山やま
の　
真ま
木き
さ
く　
檜ひ
の
つ
ま
で
を　
も
の
の
ふ
の　
八や
十そ
宇う
治ぢ
川かは
に　
玉たま
藻も
な
す　
浮
か
べ
流
せ
れ　
そ
を
取
る
と　
騒
く
御み
民たみ
も　
家いへ
忘
れ　
身
も
た
な
知
ら
ず　
鴨かも
じ
も
の　
水
に
浮
き
居
て　
我
が
作
る　
日
の
御みか
ど門
に　
知
ら
ぬ
国　
よ
し
巨こ
勢せ
道ぢ
よ
り　
わ
が
国
は　
常とこ
世よ
に
な
ら
む　
図あや
負
へ
る
　
く
す
し
き
亀かめ
も
　
新あら
た
代よ
と
　
泉いづみの
川
に　
持
ち
越
せ
る　
真
木
の
つ
ま
で
を　
百もも
足た
ら
ず　
筏いかだに
作
り　
の
ぼ
す
ら
む　
い
そ
は
く
見
れ
ば　
神かむ
か
ら
な
ら
し
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
一
。
四
六
～
四
七
頁
）
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の
太
字
の
部
分
で
あ
る
。
上
掲
の
よ
う
に
「
図
」
を
フ
ミ
で
は
な
く
ア
ヤ
と
訓
ず
る
立
場
も
あ
る
が
、
藤
代
は
従
来
の
訓
に
従
い
、「
我
が
国
が
常
世
に
な
る
と
い
う
、
め
で
た
い
模
様
を
背
に
負
っ
た
霊
妙
な
亀
も
、
新
時
代
を
祝
福
し
て
出
現
す
る（「
出
づ
」）と
い
う
そ
の
泉
の
川
に
…
」
と
い
う
心
で
、
皇
位
継
承
と
改
元
に
ふ
さ
わ
し
い
瑞
兆
の
表
現
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
結
び
の
「
山
河
草
木
。
国
土
豊
か
に
。
四
海
の
波
も
。
四よ
方も
の
国
々
も
。
靡
く
御
代
こ
そ
。
め
で
た
け
れ
」
の
「
靡
く
御
代
こ
そ
」
を
、
令
和
の
《
大
典
》
で
は
「
幸さきわふ
御
代
こ
そ
」
に
改
め
た
以
外
は
、
原
作
通
り
と
し
た
。
こ
の
切
の
場
面
は
、
天
津
神
と
天
女
が
、
本
舞
台
と
橋
掛
り
を
使
っ
て
、
清
冽
で
奉
祝
性
あ
ふ
れ
る
舞
台
を
創
出
し
た
。
囃
子（
笛
・
杉
市
和
、
小
鼓
・
成
田
達
志
、
大
鼓
・
亀
井
広
忠
、
太
鼓
・
前
川
光
範
）も
緩
急
よ
ろ
し
く
、
ノ
リ
よ
く
奏
し
た
。
上
演
時
間
は
、
約
四
十
五
分
だ
っ
た
。
当
日
は
、《
大
典
》
の
前
に
、
大
蔵
流
山
本
東
次
郎
家
に
よ
る
復
曲
《
鷺
》
ほ
か
邦
楽
も
演
奏
さ
れ
、
第
一
日
と
同
様
、
秋
篠
宮
妃
殿
下
の
御
来
臨
が
あ
り
、
楽
し
ま
れ
た
ご
様
子
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で
の
再
演
横
浜
能
楽
堂
の
奉
祝
公
演
の
あ
と
、
片
山
氏
と
話
し
た
折
、
①
天
女
を
二
人
出
し
て
相
舞
と
す
る
案
、
②
天
女
の
登
場
楽
の
下
リ
端
の
冒
頭
を
笛
一
管
に
よ
る
、
や
や
短
い
演
奏
と
す
る
案
、
③
あ
る
い
は
登
場
楽
ナ
シ
に
地
謡
の
内
の
う
ち
に
登
場
さ
せ
る
案
、
④
天
津
神
の
天
冠
の
黄
・
白
・
赤
色
の
菊
花
を
大
輪
の
白
菊
一
本
に
す
る
案
な
ど
、
い
く
つ
か
の
工
夫
が
話
題
に
上
っ
た
。
こ
れ
ら
の
案
の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
試
み
た
の
が
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
十
四
・
十
五
・
十
六
日
の
三
日
間
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
に
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
主
催
に
よ
る
公
演
で
あ
る
。
令
和
時
代
の
始
ま
り
を
祝
し
て
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
が
企
画
し
た
「
天
皇
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
環
で
、
皇
室
の
保
護
の
下
に
伝
承
さ
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れ
て
き
た
雅
楽
・
舞
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
、
大
正
天
皇
即
位
を
祝
っ
て
創
ら
れ
た
新
作
能
《
大
典
》
を
上
演
す
る
、
第
四
弾
「
新
作
能
と
古
典
狂
言
」
で
あ
る
。
番
組
は
、
素
囃
子
《
楽
》（
菊
慈
童
よ
り
）、
狂
言
《
蝸
牛
》（
大
蔵
流
、
山
本
則
俊
・
則
重
・
則
秀
）、
能
《
大
典
》。
会
場
の
ホ
ー
ル
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
く
は
な
く（
二
五
〇
席
ほ
ど
）、
狭
い
ス
テ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
、
地
謡
は
六
人
編
成
で
、
臨
機
に
対
応
し
た
。
舞
台
の
左
右
の
上
方
に
字
幕
も
設
置
さ
れ
、
鑑
賞
の
助
け
と
な
っ
た
と
思
う
。
な
お
《
大
典
》
の
英
訳
作
業
は
、
こ
と
の
ほ
か
難
し
か
っ
た
と
推
測
す
る
が
、
果
敢
に
挑
戦
さ
れ
た
。
そ
の
努
力
に
敬
服
す
る
と
と
も
に
能
の
詞
章
の
翻
訳
の
難
し
さ
も
感
じ
た
。
そ
の
場
で
、
修
正
で
き
る
も
の
は
修
正
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
な
お
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
舞
台
面
で
は
、
狭
い
会
場
な
の
で
①
は
無
理
だ
っ
た
が
、
②
を
試
み
、
④
も
白
菊
と
し
、
面
は
神
体（
や
や
柔
和
な
面
差
し
）を
掛
け
た
。
作
リ
物
の
宮
と
一
畳
台
は
、
狂
言
が
終
わ
っ
た
段
階
で
幕
を
下
ろ
し
、
運
び
、
中
に
シ
テ
が
入
っ
て
待
機
。
開
演
と
同
時
に
幕
を
揚
げ
た
。
こ
の
時
の
所
要
時
間
は
約
四
十
五
分
。
演
者
の
皆
さ
ん
の
好
演
で
、《
大
典
》
の
精
神
は
、
観
客
の
心
に
届
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
入
場
者
数
は
、
第
一
夜
が
二
二
四
人
、
第
二
夜
が
二
三
七
人
、
第
三
夜
が
二
五
一
人
だ
っ
た
由
。
観
世
元
滋
と
藤
代
禎
輔
次
に
、
作
曲
者
の
観
世
元
滋
と
作
詞
者
の
藤
代
禎
輔
に
つ
い
て
、
そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
観
世
左
近
元
滋
は
、
幼
名
清
久
。
実
父
は
片
山
九
郎
三
郎
で
、
二
十
二
世
観
世
清
孝
の
三
男
寿ひさし。
寿
は
一
八
九
二
年（
明
治
二
十
五
）、
京
都
の
名
門
、
片
山
九
郎
衛
門
の
養
嗣
子
と
な
り
、
九
郎
三
郎
と
名
乗
り
、
七
世
片
山
九
郎
右
衛
門
を
継
承
す
る
が
、
故
あ
っ
て
観
世
家
へ
戻
り
観
世
元
義
と
改
名
、
そ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
養
母
は
片
山
春
子（
三
世
井
上
八
千
代
）で
あ
る
。
生
ま
れ
る
と
す
ぐ
、
二
十
三
世
観
世
清
廉
の
養
嗣
子
と
決
め
ら
れ
、
一
九
〇
七
年（
明
治
四
十
）清
廉
の
養
子
と
な
り
、
一
九
一
一
年（
明
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四
十
四
）清
廉
の
病
没
に
よ
り
、
九
月
、
二
十
四
世
を
相
続
し
た
。
一
九
一
三
年（
大
正
二
）元
滋
と
改
名
。
実
父
元
義
は
毎
月
上
京
し
て
観
世
会
月
並
能
に
出
勤
す
る
な
ど
、
よ
く
元
滋
を
助
け
た
。
こ
の
《
大
典
》
も
元
義
の
協
力
で
生
ま
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
一
九
二
七
年（
昭
和
二
）、
左
近
を
襲
名
。
三
一
年（
昭
和
六
）に
東
京
音
楽
学
校（
現
、
東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
）邦
楽
科
に
能
楽
選
科
が
で
き
る
と
講
師
、
三
六
年（
昭
和
十
一
）に
能
楽
本
科
が
開
設
さ
れ
る
と
教
授
に
就
任
。
実
父
歿
後
は
独
学
で
あ
っ
た
が
、
精
進
を
重
ね
家
元
ら
し
い
気
品
あ
る
芸
風
に
達
し
た
。
こ
と
に
そ
の
流
麗
な
謡
は
近
代
人
の
好
み
に
合
い
、
観
世
流
勢
力
の
急
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
政
治
的
手
腕
に
も
優
れ
、
家
元
に
な
っ
た
と
き
に
は
改
訂
本
問
題
で
破
門
さ
れ
て
い
た
初
世
観
世
喜
之
を
、
一
五
年（
大
正
四
）謡
本
の
発
行
を
認
め
た
ま
ま
復
帰
さ
せ
、
二
一
年（
大
正
十
年
）に
は
梅
若
流
樹
立
を
三
役（
ワ
キ
・
狂
言
・
囃
子
方
）に
反
対
さ
れ
て
梅
若
一
門
を
破
門
し
た
が
、
二
九
年（
昭
和
四
）に
六
世
観
世
銕
之
丞（
華
雪
）、
三
三
年（
昭
和
八
）初
世
梅
若
万
三
郎
が
帰
参
す
る
と
、
こ
の
二
人
と
も
諮
り
現
行
謡
本
で
あ
る
『
観
世
流
大
成
版
謡
本
』
の
大
綱
を
定
め
る（
刊
行
は
歿
後
）な
ど
、
流
内
の
組
織
的
統
一
に
も
手
腕
を
発
揮
。
能
界
全
体
の
指
導
者
的
立
場
に
あ
っ
た
。
作
詞
者
の
藤
代
禎
輔
は
我
が
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
学
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
。
筆
名
を
素そじ
ん人
と
い
い
、
音
楽
や
演
劇
も
愛
好
し
、
ド
イ
ツ
留
学
中
、
滝
廉
太
郎
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
京
都
大
学
在
職
中
は
観
世
元
義
に
謡
を
習
い
、
楽
し
み
、
片
山
家
所
蔵
の
『
花
伝
』
に
含
ま
れ
て
い
る
『
音
曲
声
出
口
伝
』（
宗
節
本
）の
全
文
を
『
藝
文
』（
大
正
二
年
八
月
）に
発
表
し
、
一
九
一
六
年（
大
正
五
）に
は
『
世
阿
弥
伝
書
』
を
同
じ
く
『
藝
文
』（
二
・
三
・
五
・
六
月
）に
発
表
す
る
な
ど
、
一
九
〇
九
年（
明
治
四
十
二
）の
吉
田
東
伍
に
よ
る
世
阿
弥
発
見
に
続
く
世
阿
弥
研
究
の
進
展
に
功
績
を
残
し
て
い
る
。
西
洋
の
演
劇
に
も
関
心
を
寄
せ
、
特
に
近
代
ド
イ
ツ
戯
曲
の
研
究
に
励
ん
だ
藤
代
に
は
、
能
楽
と
西
洋
の
演
劇
を
比
較
し
た
先
駆
的
論
考
「
能
楽
と
洋
劇
」（『
文
藝
と
人
生
』
所
収
、
不
老
閣
書
房
、
一
九
一
四
）が
あ
り
、
主
に
希
臘
劇
と
の
比
較
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
友
人
漱
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石
が
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
に
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
を
連
載
中
、「
此
頃
日
本
の
文
壇
で
夏
目
の
猫
と
云
ふ
の
が
、
恐
ろ
し
く
幅
を
利
か
し
て
居
る
と
、
今
は
天
国
に
居
る
吾
輩
の
耳
に
も
聞
こ
え
た
か
ら
、
或
る
方
法
を
以
て
其
著
書
を
見
た
所
が
、
表
題
に
「
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
」
と
あ
つ
て
下
の
方
に
夏
目
漱
石
著
と
出
て
居
る
。
…
」
と
書
き
出
し
、
エ
ル
ン
ス
ト
・
ホ
フ
マ
ン
の
『
牡
猫
ム
ル
の
人
生
観
』
を
背
景
に
、
ド
イ
ツ
に
は
百
年
も
前
に
、
猫
の
先
輩
が
い
た
ん
だ
と
い
っ
て
漱
石
を
揶
揄
し
た（
？
）愉
快
な
文
章
「
猫
文
士
気
燄
録
」
を
、
『
新
小
説
』
明
治
三
十
九
年
五
月
号
に
発
表
し
た（『
文
藝
と
人
生
』
所
収
）。
こ
れ
を
受
け
て
漱
石
も
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
終
わ
り
の
十
三
で
「
先せん
だ
っ達
て
カ
ー
テ
ル
、
ム
ル
と
云
ふ
見
ず
知
ら
ず
の
同
族
が
突
然
大
気
燄
を
揚
げ
た
の
で
、
一
寸
吃びっ
く
り驚
し
た
。
よ
く
〳
〵
聞
い
て
見
た
ら
、
実
は
百
年
前ぜん
に
死
ん
だ
の
だ
が
、
不
図
し
た
好
奇
心
か
ら
わ
ざ
と
幽
霊
に
な
つ
て
吾
輩
を
驚
か
せ
る
為
に
、
遠
い
冥
土
か
ら
出
張
し
た
の
だ
さ
う
だ
。
…
」
と
応
え
て
い
る
。
な
お
《
大
典
》
に
は
先
述
し
た
よ
う
に
『
萬
葉
集
』
の
歌
を
引
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
藤
代
が
ド
イ
ツ
留
学
で
指
導
教
授
だ
っ
た
日
本
学
者
の
カ
ー
ル
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ツ（
一
八
六
五
～
一
九
三
九
）と
と
も
に
『
萬
葉
集
』
の
研
究
と
ド
イ
ツ
語
訳
の
仕
事
を
続
け
て
い
た
こ
と
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
独
訳
は
、
一
九
二
七
年（
昭
和
二
）、
藤
代
が
五
八
歳
で
没
し
た
た
め
未
完
に
終
わ
っ
た
。
没
後
、
遺
稿
を
整
理
し
、
三
九
年（
昭
和
一
四
）、『
萬
葉
集
第
五
巻
鈔 
独
訳
』
と
し
て
藤
代
博
士
記
念
事
業
会
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
令
和
の
《
大
典
》
と
大
正
の
《
大
典
》
詞
章
最
後
に
、
令
和
の
《
大
典
》
と
、
原
曲
の
大
正
の
《
大
典
》（
大
正
改
版
観
世
宗
家
正
本
。
五
番
綴
。
大
正
十
年
十
一
月
、
檜
大
爪
堂
刊
）の
詞
章
を
、
上
下
対
照
し
て
掲
載
す
る
。
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
私
に
詞
章
を
小
段
分
析
し
、
コ
ト
バ
は
「
、
フ
シ
の
う
ち
、
拍ひょ
う
し
あ
わ
ず
子
不
合
は
〈
、
拍ひょ
う
し
あ
い
子
合
は
《
で
示
し
、
小
段
お
よ
び
役
ご
と
に
改
行
し
た
。
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大
典　
令
和
版
　
　
〔
次
第
〕　
〈
次
第
〉
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
《
四ヨ
方モ
の
雲
霧
収
ま
り
て
。
四
方
の
雲
霧
収
ま
り
て
。
の
ど
け
き
日
影
仰
が
ん
〈
名
宣
〉
ワ
キ
「
こ
れ
ハ
当
今
に
仕
へ
奉
る
臣
下
な
り
。
さ
て
も
今
度
御
即
位
の
大
典
ま
し
ま
す
に
よ
り
。
奉
告
の
宣
旨
を
蒙
り
。
只
今
伊
勢
の
宮
へ
と
参
向
仕
り
候
〈
着
ゼ
リ
フ
〉
ワ
キ
「
急
ぎ
候
程
に
。
こ
れ
ハ
は
や
伊
勢
の
宮
居
に
着
き
て
候
。
皆
々
か
う
わ
た
り
候
へ
ワ
キ
ツ
レ
「
承
り
候
〈
サ
シ
〉
ワ
キ
〈
見
渡
せ
ば
朝
日
に
か
か
や
く
五
十
鈴
川
。
清
き
流
れ
の
深
緑
。
蔭
も
百モモ
枝エ
の
松
風
の
。
治
ま
る
木
々
の
色
ま
で
も
。
神
の
恵
み
の
御
影
か
と
。
處トコロか
ら
な
る
心
地
し
て
。
眺
め
妙
な
大
典　
大
正
版
　
　
　
〔
次
第
〕
〈
次
第
〉
ワ
キ
・
ワ
キ
ツ
レ
《
四ヨ
方モ
の
雲
霧
収
ま
り
て
。
四
方
の
雲
霧
収
ま
り
て
。
の
ど
け
き
日
影
仰
が
ん
〈
名
宣
〉
ワ
キ
「
こ
れ
ハ
当
今
に
仕
へエ
奉
る
臣
下
な
り
。
さ
て
も
今コン
度ド
御ゴ
即ソク
位イ
の
大タイ
典テン
ま
し
ま
す
に
よ
り
。
奉ホオ
告コク
の
宣
旨
を
蒙コオムり
。
只
今
平
安
神
宮
へエ
と
参
向
仕
り
候
。
〈
着
ゼ
リ
フ
〉
ワ
キ
「
急
ぎ
候
ふ
程
に
、
こ
れ
ハ
早ハヤ
神
宮
に
着
き
て
候
〈
サ
シ
〉
ワ
キ
〈
有アリ
難ガタ
や
宇ウ
内ダイ
に
国
ハ
多
け
れ
ど
。
類
ひイ
ま
れ
な
る
神
国
の
。
豊トヨ
葦アシ
原ワラ
の
秋アキ
津ツ
洲シマ
。
天
人
和
合
三
才
の
。
徳
具ソナ
ハ
り
て
天
雲
の
。
向むか
伏ブ
す
限
り
谷タニ
グ
ク蟆
の
。
さ
わ
た
る
極
み
大オホ
君キミ
の
。
御ミ
稜イ
威ヅ
の
光
普
く
て
、
五ゴ
日ジツ
の
風
も
。
十シウ
日ジツ
の
。
雨
も
時
節
をト
差タガ
へ
ず
。
打
切
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る
景
色
か
な
〈
上
歌
〉
地
謡
《
げ
に
潔
き
御
裳
濯
の
。
打
切　
げ
に
い
さ
ぎ
よ
き
御
裳
濯
の
。
川
の
流
れ
は
滔
々
と
。
底
澄
み
わ
た
る
さ
ざ
れ
石
。
巌
と
な
り
て
苔
の
む
す
。
松
の
葉
色
も
常トキ
盤ワ
山ヤマ
。
翠ミドリの
空
も
の
ど
か
に
て
。
水
ま
た
水
は
よ
も
尽
き
じ
。
打
切　
悠ユ
紀キ
主ス
基キ
の
。
御ミ
田タ
も
穂
に
穂
を
咲
か
せ
つ
つ
。
黒クロ
酒キ
白シロ
酒キ
も
数
々
の
。
甕ミカ
に
溢
る
る
ば
か
り
な
り
。
事
の
由
を
も
神
前
に
。
聞
こ
え
上
げ
ん
と
伏
し
拝
む
。
聞
こ
え
上
げ
ん
と
伏
し
拝
む
〈
□
〉
ワ
キ
「
わ
れ
こ
の
宮
居
に
詣
で
つ
つ
。
奉ホオ
コ
ク告
の
式 
事コト
終
り
。〈
心
を
澄
ま
す
折
し
も
あ
れ
〈
上
歌
〉
地
謡
《
不
思
議
や
瑞
雲
た
な
び
き
て
。
打
切　
不
思
議
や
瑞
雲
た
な
び
き
て
。
異
香
薫
じ
て
花
降
れ
り
。
微ミ
妙ミョオ
の
調
べ
も
聞
こ
え
き
て
。
天
つ
少オト
メ女
の
舞
の
袖
。
返
す
返
す
も
お
も
し
ろ
や
。
返
す
返
す
も
・
お
も
し
ろ
や
〈
上
歌
〉
地
謡
《
悠ユ
紀キ
主ス
基キ
の
。
御ミ
田タ
も
穂
に
穂
を
さ
か
せ
つ
つ
。
御
田
も
穂
に
穂
を
さ
か
せ
つ
つ
。
打
切　
天
の
こ
ん
づ
に
類タグ
ふウ
べ
き
。 
黒クロ
酒キ
白シロ
酒キ
も
数
々
の
。
甕ミカ
に
溢
る
る
ば
か
り
な
り
。 
百ヒヤ
ッ
ク
ワ
ン
ケ
イ
シ
ョ
オ
ウ
ン
カ
ク
官
卿
相
雲
客
も
。
千
代
に
八
千
代
と
寿コトホぎ
て
。
五ゴ
節セツ
の
舞
や
種クサ
々グサ
の
。
打
切　
い
と
も
妙
な
る
音
楽
に
。
感
涙
肝キモ
に
銘
じ
け
る
。
事
の
由ヨシ
を
も
神
前
に
。
聞
え
上
げ
ん
と
。
伏
し
拝
む
　
聞
え
上
げ
ん
と
伏
し
拝
む
。
〈
□
〉
ワ
キ
「
わ
れ
こ
の
宮
居
に
詣
で
つ
つ
。
奉ホ ハウ
告コク
の
式
こ
と
終
り
。
〈
心
を
澄
ま
す
。
折
し
も
あ
れ
〈
ノ
リ
地
〉
地
謡
《
不
思
議
や
社
壇
の
、
方
よ
り
も
。
打
込
打
返　
不
思
議
や
社
壇
の
、
方
よ
り
も
。
異
香
薫
じ
て
、
瑞
雲
た
な
び
き
。
微ミ
妙
ミ
ャ
ウ
の
音
楽
、
聞
え
来
て
。
天
津
少ヲト
メ女
の
、
舞
の
袖
。
返
す
返
す
も
。
面
し
ろ
や
204
　
　
　〔
天
女
之
舞
〕
打
上
打
返
〈
渡
リ
拍
子
〉
地
謡
《
少オト
メ女
子コ
が
。
少
女
子
が
。
玉
も
ゆ
ら
ら
に
白
妙
の
。
袖
翻ヒル
ガ
エし
舞
ひ
遊
ぶ
。
五ゴ
節セツ
も
と
り
ど
り
に
。
雲
の
通
ひ
路
。
吹
き
閉
ぢ
て
。
少
女
の
姿
。
と
ど
む
ら
ん
。
神
々
こ
れ
を
・
愛
で
け
る
や
〈
キ
ザ
シ
グ
リ
〉
地
謡
〈
御
殿
俄ニワカに
震
動
し
て
。
玉
の
階
キ
ザ
ハ
シ踏
み
轟
か
し
。
神
体
出
現
。
ま
し
ま
せ
り
〈
サ
シ
〉
シ
テ
〈
あ
ら
あ
り
が
た
の
天アマ
津ツ
島シマ
根ネ
や
な
。
天アメ
ツ
チ地
開
け
し
始
め
よ
り
。
天
津
日ヒツ
ギ嗣
の
代ヨ
ヨ々
ふ
り
て
。
民
の
安アン
寧ネイ
幸コウ
福フク
と
。
万バン
代ダイ
不フ
易エキ
平
和
の
御ミ
代ヨ
を
。
寿コトホぎ
祝イヲ
オふ
。
わ
が
国
つ
が
ら
か
な
ツ
レ
〈
さ
れ
ば
日
に
増
し
年トシ
毎ゴト
に
。
国
富
み
民
豊
か
に
栄
ふ
な
る
。
シ
テ
・
ツ
レ
〈
我
が
日
の
本
の
。
め
で
た
さ
よ
　
　
　〔
天
女
舞
〕
打
上
打
返
〈
ノ
リ
地
〉
地
謡
《
玉
も
ゆ
ら
ら
に
、
少ヲ
女トメ
子コ
が
。
打
込
打
返　
玉
も
ゆ
ら
ら
に
、
少
女
子
が
。
羅
綾
の
袂
を
、
翻
ヒ
ル
ガ
エし
。
五ゴ
節セツ
の
舞
の
手
。
と
り
ど
り
に
。
天
津
風
さ
へ
、
こ
こ
し
ば
し
。
雲
の
通カヨ
ひイ
路ヂ
、
ふ
き
と
ぢ
て
。
少
女
の
姿
。
と
ど
む
ら
ん
。
神
々
も
こ
れ
を
、
愛メ
で
け
る
に
や
〈
キ
ザ
シ
グ
リ
〉
地
謡
〈
御
殿
俄ニワカに
震
動
し
て
。
玉
の
階
キ
ザ
ハ
シ踏
み
轟トドロか
し
。
神
躰
出
現
。
ま
し
ま
せ
り
〈
サ
シ
〉
シ
テ
〈
あ
ら
有
難
の
神
国
や
な
。
天アメ
地ツチ
開
け
し
初ハジメよ
り
。
八
百
萬
の
神
達
守
護
し
給
へ
バ
。
戎ジウ
狄テキ
蠻バン
夷ニ
の
恐オソレな
く
。
萬
民
そ
の
堵ト
に
安
ん
ぜ
り
ツ
レ
〈
わ
き
て
明
治
聖
帝
の
御
代
に
至
り
。
開
国
進
取
の
国
是
を
定
め
。
治
に
居
て
乱
をノ
忘
れ
給
ハ
ず
シ
テ
〈
忠
実
勇
武
の
民
を
養
ひ
。
知
能
徳トッ
キ器
の
成
就
を
す
ゝ
め
、
ツ
レ
〈
天テン
壌ジャウ
無ム
窮キウ
の
皇
ク
ワ
ウ
運ウン
をノ
。
扶
翼
せ
よ
と
の
御オン
志
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〈
ノ
リ
地
〉
地
謡
《
萬バン
歳ゼイ
千セン
秋シウ
楽
し
み
尽
き
ず
。
天アメ
が
下
な
る 
万
民
も
。
思
ひ
思
ひ
に 
心
を
尽
く
し
。
君
が
千チト
セ歳
を 
寿コトオげ
ば
。
天
つ
御ミ
神カミ
も 
万マン
ザ
イ
ラ
ク
歳
楽
に
。
雲
の
羽
袖
を 
翻
し
。
左
右
颯
々
と 
舞
ひ
給
ふ
 
　〔
神
舞
〕
〈
ワ
カ
〉
シ
テ
〈
君
が
代
ハ
。
千
代
に
八
千
代
に
。
さ
ざ
れ
石
の　
打
上
〈
ノ
リ
地
〉
地
謡
《
巌
と
な
り
て 
苔
の
む
す
。
巌
と
な
り
て 
苔
の
む
す
。
打
込
打
返　
幾
久
し
と
も 
尽
き
せ
じ
な 
尽
き
せ
じ
。
右
近
の
橘 
左
近
の
桜
も
。
い
や
ま
し
に
栄
え
。
恵
み
の
露
に
。
霑ウルオふ
菊
〈
一
セ
イ
〉
シ
テ
〈
さ
れ
ば
今
キ
ン
ジ
ャ
ウ上
皇クワ
ウ
テ
イ
帝
も
ツ
レ
〈
父ブ
帝テイ
の
遺ヰ
詔セウ
を
紹ツ
が
せ
給
ひ
て
シ
テ
〈
允イン
文ブン
允イン
武ブ
八ハチ
ク
ワ
ウ
紘
に
ツ
レ
〈
国
威
を
発
揚
し
給
ふ
こ
と
シ
テ
〈
鏡
に
か
け
て
。
見
る
如
し　
打
上
〈
ノ
リ
地
〉
地
謡
《
こ
の
聖セイ
徳トク
を
、
称タタ
へエ
ん
と
。
天アメ
が
下
な
る
、
蒼
ア
ヲ
ヒ
ト
グ
サ
生
も
。
思
ひ
思
ひ
に
、
心
を
つ
く
し
。
君
が
千
歳
を
、
こ
と
ほ
げ
バ
。
天
つ
御
神
も
、
萬
歳
楽
に
。
雲
の
羽
袖
を
、
ひ
る
が
へ
し
。
舞
ひ
た
ま
ふ
　
　
　〔
神
舞
〕
〈
ワ
カ
〉
シ
テ
《
君
が
代
ハ
。
千
代
に
八
千
代
に
。
さ
ざ
れ
い
し
の　
打
上
〈
ノ
リ
地
〉
地
謡
《
巌
と
な
り
て
、
苔
の
む
す
。
打
込
打
返　
巌
と
な
り
て
、
苔
の
む
す
。
幾
久
し
と
も
、
尽
き
せ
じ
な
。
尽
き
せ
じ
。
右
近
の
橘
、
左
近
の
桜
も
。
い
や
ま
し
に
栄
え
。
恵メグミの
露
に
。
霑ウル
ホ
ヲふ
206
菊
も
。
今
を
盛
り
と
、
咲
き
匂
ひ
。
鳳
凰
も
御ミ
園ソノ
の
、
梧キリ
竹タケ
に
下クダ
り
。
丹
頂
の
鶴
ハ
。
汀ミギワに
遊
べ
バ
。
図フミ
負
へ
る
亀
も
。
川
を
出
で
て
。
庭テイシ
ャ
ウ上に
参
向
、
申
し
つ
つ
。
迦ガ
陵リャウ
頻ビン
伽ガ
も
、
御ミ
空ソラ
に
翔
り
。
霓ゲイ
裳シャウ
羽ウ
衣イ
の
、
曲
を
な
せ
バ
。
山
河
草
木
。
国
土
豊
に
、
四
海
の
波
も
。
四
方
の
国
々
も
。
靡
く
御
代
こ
そ
。
芽メ
出デ
度タ
け
れ
も
。
今
を
盛
り
と 
咲
き
匂
ひ
。
鳳
凰
も
御ミ
園ソノ
の 
梧キリ
竹タケ
に
下
り
。
丹
頂
の
鶴
ハ
。
汀ミギワに
遊
べ
ば
。
図フミ
負
へエ
る
亀
も
。
川
を
出
で
て
。
庭テンシ
ョ
オ上に
参
向 
申
し
つ
つ
。
迦ガリ
ョ
ウ
ビ
ン
ガ
陵
頻
伽
も 
御ミソ
ラ空
に
翔
り
。
霓
ゲ
イ
シ
ョ
ウ裳
羽ウ
衣イ
の 
曲
を
な
せ
ば
。
山サン
河カ
草ソオ
木モク
。
国
土
豊
か
に 
四
海
の
波
も
。
四ヨ
方モ
の
国
々
も
。
幸サキ
オ
オふ
御
代
こ
そ
。
め
で
た
け
れ
　
〔
付
記
〕
　
横
浜
能
楽
堂
の
公
演
に
つ
い
て
は
、
西
野
が
『
観
世
』
令
和
元
年
十
一
月
号
に
報
告
を
寄
稿
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
に
つ
い
て
は
、
横
浜
能
楽
堂
芸
術
監
督
の
中
村
雅
之
氏
が
『
能
楽
タ
イ
ム
ズ
』
令
和
二
年
二
月
号
に
報
告
を
寄
稿
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
舞
台
写
真
を
添
え
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
演
の
入
場
数
等
に
つ
い
て
は
、
横
浜
能
楽
堂
の
大
瀧
誠
之
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
　
な
お
、
令
和
元
年
五
月
、
大
阪
住
吉
大
社
に
て
大
成
版
の
《
大
典
》
が
上
演
さ
れ
、
十
月
に
は
東
京
の
観
世
能
楽
堂
で
上
演
さ
れ
た
（
シ
テ
は
ど
ち
ら
も
山
階
弥
右
衛
門
）。
ま
た
、
六
月
の
京
都
平
安
神
宮
で
の
京
都
薪
能
で
は
《
平
安
》
が
上
演
さ
れ
た（
シ
テ
井
上
裕
久
）。
　
末
筆
な
が
ら
、
原
稿
作
成
の
入
力
作
業
に
山
口
晴
雄
氏
の
助
力
を
得
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
